
● 中学校と小学校の先生が一緒に教える「乗り入れ授業」 ● 中学生が小学生に教える「リトルティーチャー」
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平成23年４月、区内初の小中一貫教育校 大泉桜学園が開校しました。
同時に、10組の研究グループ（中面参照）において、小中一貫教育の研究が始まりました。
練馬区立小・中学校で進めている小中一貫教育の考え方と現在の取組状況を紹介します。

近年、子供たちの成長が早まり、
小学５年生ころから思春期特有の
心身の変化がみられるようになりま
した。また、中学校入学後の環境
の変化に対応できずに不適応を起
こす子供が増えています。
こうした状況に対応するため、練

馬区では、小学校と中学校が学習
指導や生活指導における連携を図
り、９年間を見通した指導方針の
もとで子供たちを育てる小中一貫
教育に取り組んでいます。
平成 23年４月に、小中一貫教育

校 大泉桜学園を開校するとともに、
10 組の小・中学校（研究グループ 
※中面参照）を指定して、小中一

貫教育の研究と実践を本格的
に始めました。
研究グループでは、部活動
体験や体験授業など児童・生
徒の交流に加えて、小・中学
校教員による９年間を見通した
指導計画の作成や指導方法の
研究など学習指導上の連携を
行っています。
今後は、中学校区ごとに、中学
校１校と小学校１～３校の組合せを
決め、研究グループを順次増やし
て、全区で小中一貫教育を進めま
す。
小中一貫教育を研究・実践する
小・中学校の組合せは固定的なも

のではなく、中学校と通学区域が
重なる小学校のなかで、年度により
連携先を増やしたり変えたりしなが
ら取組を進めていきます。
研究グループとならない小学校に

おいても、子供たちの交流などを行
いながら、連携を深めていきます。

練馬区が
進める 小中一貫教育
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● ２年生と７年生の交流給食 ● ５～９年生合同の飯ごう炊さん

● 新１年生と新７年生の合同入学式

● １～９年生合同の運動会

平成 23 年４月、敷地が接していた大泉学園桜
小学校と大泉学園桜中学校の立地を活かし、施設
一体型の小中一貫教育校 大泉桜学園が開校しまし
た。大泉桜学園では、中学１～３年生を７～９年生
と呼んでいます。小学校と中学校の職員室をひとつ
にして、先生たち全員で１年生から９年生までの子
供たちをともに育て、９年間を見通した教育を実践
しています。

９年間を３期に区切って、
子供たちを育てています

子供たちの発達段階に合わせて、１～４年生を
Ⅰ期、５～７年生をⅡ期、８・９年生をⅢ期として、
それぞれの時期に応じた「学び」を進めています。

大泉桜学園
 小 中 一 貫 教 育 校

Ｑ１ 小中一貫教育を進めると、何が変わるのですか。

Ａ１ 小・中学校の教員が、義務教育９年間を通して児童・生徒を育んでいこうとする意識をも
てるようになり、学力・体力の向上や人格形
成が継続的に図られるなど、小・中学校の課
題を改善するきっかけとなります。

Ｑ２ 小学校と中学校の校舎が離れているなかで、どうやって小中一貫教育を進めるのですか。

Ａ２ 小・中学校の教員が教科の教え方などを一緒に研究したり、小学生と中学生が交流した
りすることで、小学校と中学校の教育をつな
げていきます。

Ｑ３ 小中一貫教育を進めて、小学校と中学校を一つの学校（小中一貫教育校）にするのですか。

Ａ３ 小中一貫教育は、小学校と中学校の教育内容をつなげていく取組です。必ずしも小中一貫
教育校をつくることが目的ではありません。

Ｑ４ 小中一貫教育を実践する小学校の子供は、連携先の中学校に進学しなければならないので
すか。

Ａ４ 小中一貫教育は、特定の中学校への進学を誘導するものではありません。通学区域の指定
や学校選択制の利用により、連携先以外の
中学校に進学することもできます。

Ｑ５ 小中一貫教育の連携先以外の中学校に進学した場合、勉強の進み具合が異なるのですか。

Ａ５ 練馬区の小中一貫教育では、学習指導要領に準拠して学習しますので、どの中学校へ進学
しても学習内容や進度の差は生じません。

Ｑ６ 小中一貫教育を実践しても、連携先以外の中学校に進学したら効果がないのではないですか。

Ａ６ 今後、区内のどの小学校においても、９年間を見通した学習指導や中学校との交流を工
夫していきますので、連携先以外の中学校へ
進学しても、中学校生活へ滑らかにつながる
効果が期待できます。

５・６年生は、７～９年生と同じ校舎で 50 分授
業を受けたり、社会と理科等で教科担任制を取り
入れたりするなど、第Ⅱ期を重視した取組を進めて
います。部活動や児童・生徒会活動は、５年生か
ら９年生まで一緒に活動しています。
また、第Ⅰ期のリーダーとして４年生が縦割り遠足
や放送委員会、飼育委員会などで活躍しています。

異学年交流を
積極的に取り入れています

入学式では、新１年生と新７年生が手をつないで
一緒に入場して、４・９年生が迎えます。６年生と
９年生の卒業式は一緒に行い、５・８年生が送り
ます。運動会や桜祭（音楽会）は、１年生から９年
生まで一緒に行っています。５～９年生の飯ごう炊
さん、ランチルームでの交流給食など、異学年交流
を経験することで低学年が上級生にあこがれ、上
級生は下級生の面倒を見るようになるなど、幅広い
人間関係が育ってきています。




